
典礼奉仕としての聖書朗読

1 はじめに

ミサの「ことばの典礼」における聖書朗読は、毎回必ず行わ
れるわけですが、

•読み間違いが多い。
•不

めいりょう

明瞭で何を言っているか分からない。
•早口で聞き取れない。
•妙に感情が込もって

しば

芝
い

居がかっている。

...... といった朗読に首をかしげたことはありませんか？残念な
がら布池教会においても、時々このような朗読を耳にすること
があります。そこで、私も含めた朗読奉仕者の意思統一の為に
このような文書を作成しました。お

ひま

暇なときでかまいませんの
で、目を通していただけると幸いです。
なお、ご注意いただきたいのですが、この文書はカトリック

の典礼における聖書朗読の
れい

霊
てき

的な
い

意
ぎ

義等に関して解説...... とい
うようなもの

丶

で
丶

は
丶

あ
丶

り
丶

ま
丶

せ
丶

ん1）。あくまで一信徒が典礼奉仕に

1） そのような解説に関してはこちらを御参照下さい。『朗読聖書の
緒言』:日本カトリック典礼委員会 編, カトリック中央協議会 (1998)
ISBN978-4-87750-088-7.
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おける聖書朗読に関して注意点と理由を述べたものです。

2 聖書朗読のポイント

聖書朗読で知っておきたいポイントをまとめておきます。

1. 聖書朗読は、ことばを直接会衆に伝える重要な典礼奉仕で
ある。

2. その重要性は、文字を読めない人が大半だった原始の教会
ではもちろん、現在の教会においても変わらない。

3. 朗読は、自分の口から言葉を発していても、それは自分の
言葉ではなく、神のことばであり、キリストのことばで
ある。

まずはこれを
ねん

念
とう

頭に置きましょう。そうすれば、
おの

自ずと注意
すべきこと、しなければならないことは見えてくると思うの
です。

2.1 ことばを直接会衆に伝える典礼奉仕

キリスト教の成立当初、共同体を構成していた人達の大部分
は文字の読み書きのできない人達でした。しかし、キリスト教
は文字で

しる

記された聖書を
よ

拠り所とし、
けん

権
い

威あるものとしてきま
した。旧約聖書は言うに

およ

及ばず、新約聖書を構成することに
なる各文書、そして現在の聖書に

しゅうろく

収録されていない様々な文
書...... そういったものが、文字で記され、

る

流
ふ

布され、共同体で
共有されていたわけです。
「大多数が文字の読み書きができない人達」が「文字で記さ
れた信仰の拠り所を流布し、共有していた」...... では、文字の
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読めない人達はどうやって文字で書かれたものを
きょうじゅ

享受してい
たのでしょうか。
実はこれこそが聖書朗読のルーツです。当時の共同体にごく

わずか存在していた文字を読める人達は、大多数の文字の読め
ない人々のために朗読奉仕を行い、会衆はそれを聞くことで聖
書や

しょ

書
かん

簡の内容を共有していたのです。つまり、典礼における
聖書朗読は、二千年の昔から私達が信仰と共に受け

つ

継いだ、共
同体が信仰をつなぎ、わかちあう

ため

為の重要な行為なのです。

2.2 聖書朗読は神のことば、キリストのことば

では（皆文字を読める）現在のミサで聖書朗読を行う意義は
何なのでしょう。これは明文化されていて、たとえば『ロー
マ・ミサ典礼書の総則』第 2章 9には以下のような

きじゅつ

記述があり
ます。

聖書が教会で朗読されるときには、神ご自身がその民に
語られ、キリストは、ご自身のことばのうちに

げん

現
そん

存して福
音を告げられる。

つまり、聖書朗読がただテキストを読む行為でなく、そのこと
ばを通して神のことば、キリストのことばを会衆にもたらす重
要なプロセスであることを示しています。
教皇フランシスコは、2018 年 1 月 31 日の一般

えっ

謁
けん

見における
「神とその民の対話である、ことばの典礼」をテーマに行われ
た
こう

講
わ

話の中でこの記述を
いん

引
よう

用されています。その際に、
聖書が朗読される時、聖書のページは書かれたものから、
神によって話される生きた言葉となり、神はわたしたちに
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それを聞くようにと呼びかけられる2）

と
げんきゅう

言及されています。このことからも分かるように、この 21
世紀においてもなお、聖書朗読はきわめて重要な典礼奉仕なの
です。

3
じっ

実
せん

践編:注意すべきこと

3.1 奉仕であることを意識する

典礼奉仕に
たずさ

携わるということは、会衆の中で人前に出る、人
目に触れることになります。そこに何らかの優越感や特権意識
を感じる人というのが、残念ながら存在するようです。また、
長く奉仕に携わっておられる方でも「してやっている」という
意識を持ってしまうことがままあるようです。
しかし、奉仕というのはそういうものではありません。たま

たまこれを書いている今日、教皇フランシスコが Twitter でこ
んなことをつぶやかれました:

洗礼者聖ヨハネのように、キリスト者は
けん

謙
そん

遜にならねばな
りません。そうすれば

みずか

自らの心のうちに主が育つのです3）

つまりはそういうことですよね。この謙遜は、ただ
もく

目
ぜん

前の会衆
に向けたものではありません。何よりもまず主に向いたもので
あり、そして自分に向いたものでもあるはずなのです。奉仕は
むしょう

無償の行為であっても、この意味において
いく

幾
ばく

許かの責任が生じ
るものです。まずはその責任を自分の負える範囲で負い、果た
すことを意識しましょう。

2） 『典礼の中で神ご自身が語る言葉に耳を傾ける、教皇一般謁見』:バチ
カン放送局 (31/01/2018) より引用

3） https://twitter.com/chuokyo_pope/status/1011034462811901952
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3.2 練習しましょう

読むにあたっては...... まず、練習しましょう。少なくとも
一、二度は、実際に声を出して読むべきです。会衆席で声を出
さずに口だけ動かして練習するのも良いでしょう。本番で引っ
かかる

か

箇
しょ

所は、練習すれば必ず引っかかります。そうなれば、
対策（そこを何度も読み返したりルビをふったり）を講じられ
るのです。事前の時間がない場合も、何度か

もく

黙
どく

読して構成と内
容を

は

把
あく

握しておきましょう。

3.3 音読のポイント

3.3.1 発声・発音
朗読ですから、声が出なければ読めません。事前の音読は発

声練習の
こう

効
のう

能もあります。また朗読台の前に立つと緊張するも
のです。身体に

む

無
だ

駄な力が入らないようリラックスして、
し

姿
せい

勢
を整え、一呼吸してから読み始めましょう。
発音にも気をつけましょう。

ぶん

文
まつ

末と
し

子
いん

音はとかく不明瞭にな
りやすいので、あわてず確実に読みましょう。発音の

に

似
かよ

通った
言葉（たとえば「

かみ

神」と「
たみ

民」のような）も
こん

混
どう

同しないよう注
意しましょう。

3.3.2 読む速さ
人は、ある程度慣れた内容を音読する際に早口になる

けい

傾
こう

向が
あります。分かっているのでさっさと話そうとしてしまうわけ
ですが、聖書朗読はあくまで会衆にみことばを伝えることが
目的ですから、会衆のペースに合わせて読む必要があるわけ
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です。
「『聖書と典礼』を見ながら聞いているんだから......」
いいえ、それは断じて違います。 聖書朗読の内容はことば
でもたらされるのです。ですから 『聖書と典礼』を見ていな
い人がことばで内容が受け取れるように読まなければなりま
せん4）。
「ちょっと遅いかな」位で丁度良いので、言葉の

はし

端
ばし

々までお
ろそかにせず、会衆に送り届ける気持ちで、自分の口から出た
言葉のひとつひとつが、会衆の耳に入っていく様子を思いつつ
読みましょう。

3.3.3 聞きながら読む
そして大事なのは、聖堂に

はんきょう

反響して返ってくる自分の発し
た声、自分の発したことばに耳を向けながら読むことです。聖
堂に響くあなたのことばは、もはやあなたのことばではあり
ません。神のことば、キリストのことばです。会衆の一人とし
て、あなた自身もそれを受け止めつつ読みましょう。そうすれ
ば、ぞんざいに速く読むことは

おの

自ずと出来なくなるはずなの
です。

3.4 自分の言葉ではない

何度も書いているように、「ことばの典礼」における朗読は
朗読者のことばではありません。聖書に記されている神のこと
ば、キリストのことばそのものです。ですから、

•書いてあるままに読む。
•書いていないことは読まない。

4） そして会衆も『聖書と典礼』を見ずに朗読を聞くべきなのです。
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•朗読者の
しじょう

私情を込めない。

ことが求められます。

3.4.1 書いてあるままに読む
これは「正確に読む」ということですね。私達は人間ですか

ら、全くミスをせずに読める保証はありませんが、ミスのない
ように

つと

努めるべきではあるでしょう。事前の練習、チェックを
行いましょう。

3.4.2 書いていないことは読まない
これは以前に実際にあった話です。ある信徒が朗読をするこ

とになったのですが、このときの朗読箇所には「イエスは」と
いう

もん

文
ごん

言が
ふく

複
すう

数回出ていました。そして「ことばの典礼」が始
まると、この方は、「イエスは」という文言を全て「イエスさ
まは」に

お

置き
か

換えて朗読を行ったのです。
この方はおそらく、自分の口から「イエスは」「イエスは」

と出てくるのを
ふ

不
そん

遜だと感じたのでしょう。しかしこの方は、
自分の口から出てくるものが自分のことばではない、というこ
とをご

ぞん

存
じ

知なかったために、逆に、神のことば、キリストのこ
とばを、自分のことばにしてしまったのです。
かい

改
ざん

竄というには
おお

大
げ

袈
さ

裟ですが、これは朗読者としてはすべき
でないことです。私達は、典礼における聖書朗読の意味をしっ
かり頭に入れておく必要があるのです。

3.4.3 朗読者の感情を込めない
「分かっていない」朗読者は、自らが

き

記
しゃ

者や登場人物になり
か

代わり、感情を声に込め、
けん

権
い

威を演じ、
かん

勧
こく

告を与えるように読
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んでしまいがちです。しかしそれは、聖書のことばを朗読者の
ことばにすりかえているだけです。聖書に込められた

こと

言
だま

霊が
人々の心に入っていく

じゃ

邪
ま

魔をしてしまうことになります。
ではどうすればよいのでしょうか。まずは冷静に読むべきで

す。変な
びょうしゃ

描写、過度な感情、ましてや私情を込めることは
さ

避
けるべきです。ただし、冷静に読むということは機械的に読む
ことと同一ではありません。言葉や内容の

かん

喚
き

起するイメージを
そこな

損わずに伝えることを意識して読みましょう。
このように読むためには、まずスムースに読めることが

ぜん

前
てい

提になりますから、先に書いた「練習」はここでも効いてきま
す。何度か練習し、引っかかるところがあれば対策を

ほどこ

施すこと
が、無用な感情を

はい

排
じょ

除し、聖書を
ゆが

歪めずに会衆に伝える上でも
重要なのです。
昔よく聞かされた言葉で、今では耳にする機会も少なくなり

ましたが、教会では「神様の楽器になりなさい」と言われるこ
とがありました。「ことばの典礼」で大事なことは、この言葉
に
たん

端
てき

的に表されていると思います。私達も、神様の楽器になろ
うではありませんか。
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